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国 立 音 楽 大 学 音 楽 学 学 科 卒 業 。笙 を 宮 田 ま ゆ み 、多 忠 輝 、楽 琵 琶 を 中 村 か ほ る 、雅
楽 合 奏 を 芝 祐 靖 の 各 氏 に 師 事 。2001 年 よ り 伶 楽 舎 メ ン バ ー 。2006 年 度 文 化 庁 新 進
芸 術 家 国 内 研 修 員 。  
 
「 伶 楽 舎 」メ ン バ ー と し て 国 立 劇 場 公 演 や 小 中 学 校 公 演 、海 外 公 演 な ど に 参 加 す る
他 、中 村 仁 美（ 篳 篥 ）・中 村 香 奈 子（ 笛 ）と の「 雅 楽 三 昧  中 村 さ ん ち 」、三 浦 礼 美・
田 島 和 枝 と の 笙 ト リ オ 「 Shogirls」（ 2023 年 よ り 三 浦 礼 美 と の デ ュ オ ）、 若 手 雅 楽
奏 者 と と も に 結 成 し た 「 倫 遊 会 」、 作 曲 家 の 石 田 多 朗 ×音 楽 家 の オ オ ル タ イ チ の 雅
楽 プ ロ ジ ェ ク ト「 ど ん ぶ ら こ 」等 の ユ ニ ッ ト や グ ル ー プ で 、ま た 、ソ ロ で も 、活 発
な 演 奏 活 動 を 行 っ て い る 。  
 
作 曲 家 、他 の 演 奏 家 、他 ジ ャ ン ル の 芸 術 家 か ら の 信 頼 も 篤 く 、年 々 、国 内 外 で 、コ
ラ ボ レ ー シ ョ ン の 機 会 が 増 え て い る 。2011 年 に は「 笙 と ピ ア ノ・映 像 の 融 合 」（ ピ
ア ノ ： 朝 川 万 里 ） と 題 し た コ ン サ ー ト に 出 演 、 気 鋭 の ア ー テ ィ ス ト た ち （ 楜 沢 順 、
中 西 宣 人 、エ レ イ ン・ト マ ツ ィ・フ レ イ タ ス ）の 創 る 映 像 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に
挑 戦 し た 。2015 年 4 月 に は 初 演（ 2014 年 ）も 手 掛 け た 笙 と エ レ ク ト ロ ニ ク ス の た
め の 伊 藤 美 由 紀 作 曲「 不 滅 の 光 」の 中 国 初 演 を 成 都 の 四 川 音 楽 院 で 行 っ た 他 、同 年
10 月 カ ナ ダ の グ ラ ン ・ バ レ エ ・ ド ・ モ ン ト リ オ ー ル の バ レ エ 公 演 「 輝 夜 姫 」 に 田
渕 勝 彦（ 篳 篥 ）、角 田 眞 美（ 龍 笛 ）と と も に 参 加 。同 作 品 は 、雅 楽 楽 器（ 笙・篳 篥・
龍 笛 ）と 打 楽 器 に よ る 石 井 眞 木 の 独 特 の 音 楽 と 、巨 匠 イ リ・キ リ ア ン 振 付 に よ る 現
代 バ レ エ の 傑 作 で 、 モ ン ト リ オ ー ル で も そ の 音 楽 が 大 き な 話 題 と な っ た 。  
 
2017 年 12 月 、笙 と 邦 楽 器 を 現 代 の 視 点 で と ら え た コ ン サ ー ト「 は な み や び 」を プ
ロ デ ュ ー ス 。古 典 と 新 作 を 含 む 現 代 作 品 の 工 夫 を こ ら し た プ ロ グ ラ ム で 、日 本 楽 器
の 新 し い 魅 力 を 引 き 出 し た 。「 は な み や び 2」 は ア ー ツ カ ウ ン シ ル 東 京 や 文 化 庁 の
助 成 を 得 て 2022 年 1 月 に 開 催 さ れ た 。2018 年 9 月 、韓 国 の Ensemble TIMF（ 2001
年 創 設 ） か ら 招 か れ 、 同 ア ン サ ン ブ ル と 細 川 俊 夫 作 曲 「 Landscape V」、 藤 倉 大 作
曲「 Breathing Tides」を 共 演 。2023 年 9 月 に は 、愛 知 室 内 オ ー ケ ス ト ラ で 世 界 初
演 さ れ た 森 田 泰 之 進 作 曲「 音・輪 Ⅱ 」の ソ リ ス ト を つ と め た 。2023 年 12 月 、Shogirls
の 再 出 発 と し て 三 浦 礼 美 と と も に 企 画 し た 公 演 は 日 本 現 代 音 楽 協 会 主 催 で 開 催 さ
れ 、2024 年 5 月 、NHK・FM「 現 代 の 音 楽 」に お い て 2 週 に わ た っ て 放 送 さ れ た 。
2024 年 4 月 よ り 沖 縄 県 立 芸 術 大 学 非 常 勤 講 師 。  
 
公 式 WEB サ イ ト  https://hanakonakamura.b-sheet.jp/ 


